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プラットフォーム間通信フレームワーク (IPCF) は、同一チップまたは異なるチップ
（AUTOSAR™やFreeRTOS™など他のオペレーティング・システムで動作）上のアプリケーショ
ン（複数の同種または異種のプロセッシング・コアで動作）が、各種の転送インターフェース
（共有メモリなど）を介して通信できるようにするサブシステムです。

IPCFではゼロコピーAPIを公開しており、お客様はこれを直接使用することでパフォーマンス
の最大化、オーバーヘッドの最小化、CPU負荷の軽減を実現できます。ドライバは、すべての書
き込み操作をローカル・メモリ・ドメイン内でのみ実行することにより、ローカルとリモート
の共有メモリ間に干渉が生じなくなります。

お客様は、IPCFを使用してソフトウェアのメモリ保護を実現できます。
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View additional information for プラットフォーム間通信フレームワーク (IPCF).
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